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社会福祉法人 江田島市社会福祉協議会 

 

 2026 年度 事業計画  
 

【 基本方針 】 
  2025 年度は、物価高騰の継続、介護・福祉分野の深刻な人材不足、ひき

こもりや孤立・孤独の長期化など、生活に影響を及ぼす社会課題が顕在化

しました。本会では、家族や個人のみで困難を抱え込む状況が生じやすく、

生活課題が複雑化・複合化する傾向が見られる状況に対し、地域住民・関係

機関・行政との連携を強化し、支援につながりにくい人に丁寧に寄り添う

伴走型支援や、地域のつながりを再構築するための相談・見守り・居場所づ

くり等を推進してきた。 
2026 年度は、超高齢社会の進行に伴い、生活課題や福祉ニーズはさらに

多様化することが見込まれ、ひきこもりや生活困窮、介護への不安、障害・

疾病、家族内のサポート力の低下など、制度の狭間にある課題にも継続して

対応するため、「相談支援体制の強化」「アウトリーチ（訪問型支援）の推

進」「地域の支え合いの再構築」「福祉人材確保と定着支援」を重点に据え

て事業を展開する。 
また、「江田島市社協第５次地域福祉活動計画」に基づき、行政だけに頼

るのではなく、住民・団体・企業・学校・市外協力者など、地域とつながる

多様な主体と協働し、地域における支え合いを推進する。 
以上を基本方針として、地域の誰もが、安心して、その人らしく暮らし続

けることのできる地域社会を実現するため、役職員一丸となって、一層の地

域福祉活動を推進する。 
   

 

【 重点目標 】  
１ 住民に信頼される法人運営のための組織体制と経営基盤の強化 
  （持続可能な事業運営、人材育成、行政との協働推進） 
２ ひきこもり・孤立・生活困難等に対応する包括的相談支援体制の強化 
  （訪問支援、関係機関連携の強化、中核機関としての機能発揮） 
３ 地域で支え合う「関係人口」の創出・拡大と地域福祉活動の再構築 
  （住民・団体等との協働、サロン・ボランティア・居場所づくりの推進） 
４ 高齢・障害・困窮等により孤立せず、地域で安心して暮らせるための 
 良質な在宅福祉サービスと人材定着支援の推進 
  （人材不足への対応、利用者支援の質確保、働き続けられる環境づくり） 
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【 実施項目および実施事業 】 

１ 法人運営の適正化と組織の機能強化 

本会の使命である地域福祉の推進を継続的に行うため、持続可能な経営

と、支援にあたる職員が安心して働ける組織体制を整備する。特に、福祉人

材不足の進行を踏まえ、育成・定着に重点を置く。 

(1) 事務局体制の見直しと業務効率化の推進 

(2) 研修実施と支援技術向上による人材育成の推進 

(3) 働き方改革の推進（休暇取得促進・メンタルケア等） 

(4) BCP（事業継続計画）の運用・見直しと災害対応体制強化 

(5) 総合相談を推進するため、行政・関係機関との協働体制の深化 

（江田島市地域包括支援センターへ職員２名出向） 

(6) 広報誌・SNS 等を活用した活動の見える化と情報共有の促進 

  

２ 包括的相談支援体制の構築および地域福祉活動の推進 
相談支援は、個別相談への対応にとどまらず、地域での「気づき」「見守

り」「つながり」を育てる活動と一体であることを前提とし、ひきこもり・

孤立・家族問題など支援につながりにくい課題に対して、伴走型支援とアウ

トリーチを強化する。 
(1) 生活困窮者自立支援事業 ※市委託事業 

くらしサポートセンターえたじまが、生活困窮者自立支援法に基づく自

立相談支援事業、家計改善支援事業及び就労準備支援事業を受託して、生

活困窮者等に寄り添った事業を実施する。 

支援が長期化するケースに対する多機関連携会議の開催や、生活福祉資

金（コロナ特例貸付）に係るフォローアップ支援を行い、積極的に出口支

援に取り組む。 

(2) 障害者相談支援事業 ※市委託事業 

江田島市障害者生活支援センターが、障害者総合支援法に基づく相談支

援事業及び手話奉仕員養成講座を受託して、障がいのある人に寄り添った

事業を実施する。 

生活課題の個別支援や家族支援を重点化し、医療・介護・教育機関との

連携を強化する。 

(3) 権利擁護事業 

権利擁護センターえたじまが、中核機関として地域における専門職等と

の連携・対応強化の推進役としての役割を担い、判断能力が不十分な人、 

又は低下した人が、地域で安心して生活できるよう支援する 

ア 中核機関運営事業 ※市委託事業 
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（ｱ）権利擁護に関する幅広い広報及び周知・普及啓発 

（ｲ）権利擁護に関する相談、説明、助言等 

（ｳ）弁護士や司法書士等の専門職が参画する相談会や会議等を開催 

することで、地域で安心して暮らせる社会の基盤整備を図る。 

イ 権利擁護センター事業 

（ｱ）福祉サービス利用援助事業「かけはし」 

（ｲ）法人による成年後見の受任 

（ｳ）権利擁護に関する相談業務、成年後見の申立て支援 

ウ 日常生活相談事業 

（ｱ）心配ごと相談事業 

   日常生活上の困りごとなどの把握や問題解決に取り組む 

（ｲ）専門職（弁護士）による相談会の開催 

(4) 江田島市地域包括支援センターブランチ事業 ※市委託事業 

能美地区および沖美地区において、身近なところで相談に応じて、集

約した上で江田島市地域包括支援センターにつなぐための「ブランチ(窓

口)」としての役割を担う。 

  ア 総合相談業務 

  イ 介護予防把握事業 

  ウ 介護予防の推進 

  エ 生活支援体制整備事業 

（ｱ）協議体の設置 

（ｲ）自治会連合会、まちづくり協議会及び地区民生委員児童委員協議 

    会定例会等に参加 

（ｳ）地域のつどいの場、地域活動、地域イベント等に参加 

（ｴ）広報周知 

(5) 安心生活創造推進事業 

  ア 江田島市買い物支援事業 ※市商工会補助事業 

地域商店の閉鎖に伴い、高齢や障がいがある方など買い物に困る住

民が増加している。そこで、買い物の楽しみや地域住民・高齢者同士

の繋がりや集いの場を作ることを目的として、移動販売車両を活用し

て買い物支援を行う。 

イ えたじま見守り支援ネットワーク 

  地域内での住民同士の繋がりの希薄化が進む中、孤立化や孤立死を

防ぐため地域住民・組織や関係機関などと協力して、見守り活動を行

い、「地域内で気になる方」へ対する安否確認や課題把握・解決に向

けたネットワークづくりを推進する。 

  ウ 小地域テーブル会議の開催 

   まちづくり協議会や老人クラブ・女性会等の地縁組織で構成する会

議を開催して、地域内のニーズ把握やネットワーク構築を推進する。 
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(6) ふれあいサロン事業・お茶の間サロン事業 

地域住民同士が年齢・性別・国籍など関係なく、サロンでの交流を通

じて「仲間づくり」「生きがいづくり」「健康づくり」を推進する。 
(7) 住民参画型福祉サービスしおかぜネット事業 

介護保険サービスでは対応しきれない「ちょっとした困りごと」や、

生活上の不安・負担に対して、地域の住民が登録ボランティア「しおか

ぜさん」として支え合う仕組みを推進する。 

特に、ヘルパー不足が深刻な状況で、生活支援のすき間を地域で補完

できるよう、利用料や支援内容の整理等を行い、住民が参画しやすい体

制へと見直す。 

(8) ボランティア活動推進事業 
本会ボランティアセンター（えがおえたじま応援センター）では、福

祉活動への参加を「特別な人の特別な行為」ではなく、地域に暮らす誰

もが「できることから参加できる」身近な行動として広げていくことを

目的に、ボランティア活動の「入り口」を増やす取組を進める。 
また、江田島市外の UIJ ターン希望者・学生・企業・地域団体など、

多様な方々が関わり続けられる「関係人口」としての参加機会を創出す

ることで、地域における支え合いの循環を育てる。 
(9) 江田島市被災者生活サポートボラネット事業 

被災地で、被災者に寄り添いながら生活再建に向けたサポートを  

行う「被災者生活サポートボランティア活動」を迅速かつ円滑に行うた

めに、市町域の行政や関係機関・団体とのネットワークをつくり、安心

で安全なセーフティネットの構築を推進する。 

(10) 無料職業紹介事業 ※市補助事業 

介護人材の確保、福祉的求職者への支援や定住促進など市内の全業 

種を対象とした求人情報を提供して就労に結び付けるため、本会に無料

職業紹介所を開設して事務局となり、商工会、観光協会・その他事業賛

同者等と協働し企画運営する。 

 

３ 質の高い在宅福祉事業の実施 

  高齢・障害・困難を抱える人が、住み慣れた地域で暮らし続けられるよ

う、利用者本位の支援を提供して、事業運営に必要で適切な利益を確保す

る。また、深刻なヘルパー不足に対応するため、働き続けられる環境整備

と、地域の中で担い手を育てる仕組みづくりを推進する。 

(1) 介護保険サービス事業 

行政や関係機関と連携して「地域包括ケア」を推進して、社協らしい事
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業を実施することで利用者や地域の方との信頼関係を深め、選ばれる社協

事業を目指す。 

ア 居宅介護支援事業（江田島市社協居宅介護支援事業所） 

イ 訪問介護事業（江田島市社協訪問介護事業所） 

ウ 通所介護事業（江田島市社協のうみ通所介護事業所） 

   エ 福祉用具貸与及び販売事業（江田島市社協福祉用具貸与事業所） 

(2) 介護予防・日常生活支援総合事業 

行政・関係機関・地域住民と連携して、住民主体の支え合い活動と連動

した軽度支援を推進する。 

ア 通所型サービス（江田島市社協のうみ通所介護事業所） 

イ 訪問型サービス（江田島市社協訪問介護事業所） 

(3) 障害福祉サービス事業 

利用者本人の意思決定を尊重し、地域で安心して生活が送れるように総

合的な支援を行う。 

ア 計画相談支援、地域移行支援、地域定着支援、障害児相談支援事業 

（江田島市障害者生活支援センター） 

イ 生活介護、就労移行支援、就労定着支援、就労継続支援Ｂ型事業 

（自立支援センターあおぞら） 

ウ 居宅介護事業（江田島市社協訪問介護事業所） 

エ 日中一時支援事業（江田島市社協のうみ通所介護事業所） 

(4) 江田島市老人福祉施設等連絡協議会の事務局としての機能強化 

連絡協議会の事務局として、市内全体の福祉人材育成・支援技術向上の

コーディネート機能の強化を図る。  

        

 

４  その他の事業 

(1) 貸付事業の実施 

低所得世帯等の自立更正に資するため、生活福祉資金及び緊急一時資金

の貸付事務を行う。 

(2) 社協会費 

社協会員会費への理解・加入促進、効果的な活用 

(3) 寄付金 

寄付金の受付、効果的な活用 

(4) 赤い羽根共同募金運動 

江田島市共同募金委員会の事務局として、募金運動の企画・広報、募金

の管理、市内福祉活動への助成・配分、活動や使途の報告・周知を担う。 
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(5) 日本赤十字社広島県支部(江田島市地区)団体事務 

社資(赤十字活動資金)募金の推進、災害義援金募金の受付・取扱い、地

域での講習・啓発の支援等を担う。 

(6) 福祉人材育成 

ア 社会福祉士資格取得を目指す実習生の受入（地域総合型実習） 

イ 精神保健福祉士資格取得を目指す実習生の受入 

ウ 江田島市・大柿高校・広島国際大学・本会の４者包括連携協定に基 

づく医療・福祉・介護分野における人材育成事業 

   エ 小中学校における福祉教育の支援 

   オ 中学生の職場体験実習（キャリアスタートウィーク） 

カ その他の福祉関係の実習 

(7) その他福祉を目的とする事業 

 

 

 


